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ことが知られている。そのため、aMCI 段階での AD への早期移行予測が求められており、
脳画像法をはじめとする様々な研究が行われている。従来、AD では灰白質病変が研究の中
心にあったが、近年 AD と白質病変の関連性が報告され、白質病変が着目されだしている。








る方法が開発され、aMCI では健常者に比して鉤状束の FA が有意に低いことが明らかとな
った。しかし、鉤状束の FA が aMCI から AD への移行予測因子になりうるかどうかについ
ての研究はこれまでない。 
［目的］aMCI から AD への早期移行予測を最終的な目標とし、本研究では、DTI およびト
ラクトグラフィー法により、aMCI 診断時および 3 年後の鉤状束の FA と、AD への移行や神
経心理学的尺度との関連性を明らかにする。 
［方法］対象は aMCI 患者 22 名で、3 年後に AD に移行した 8 名(移行群)と移行しなかった
14 名(非移行群)の 2 群に分類した。全例において、診断時(ベースライン)および 3 年後に
DTI を撮像し、トラクトグラフィー法により左右鉤状束の FA を算出した。また、ミニメン
タルステート検査(MMSE)、AD 評価スケール(ADAS)、ウェクスラー記憶検査(WMS-R)論理記
憶の神経心理学的評価も両時期に施行した。解析は、ベースラインと 3 年後の左右鉤状束




用を認めなかった。さらに、ベースラインにおける右鉤状束の FA は、3 年後の MMSE、ADAS、
WMS-R と有意な相関がみられた。ROC 解析では、右鉤状束の FA において ROC 曲線下面積が
0.81(95%信頼区間 0.63–0.99)であった。 
［結論］3 年以内に AD に移行した aMCI 群は、非移行群に比して右鉤状束の FA が低下する
ことが明らかになった。さらに、ベースラインでの右鉤状束の FA と 3 年後の認知機能検
査との関連性も明らかとなった。また、ベースラインでの右鉤状束の FA は比較的高い精







葉を連絡する鉤状束と AD との関連が示唆されており、本研究では aMCI から AD
へ移行する過程における鉤状束の白質変化に着目し、検討した。aMCI 患者 22
名を対象とし、3 年後に AD に移行した 8 名(移行群)と移行しなかった 14 名(非
移行群)の 2 群に分類した。拡散テンソル画像法から得られる、左右鉤状束の拡
散異方性(Fractional Anisotropy; FA)を用いて、群(移行群と非移行群)と年(ベ
ースラインと 3 年後)に対して混合計画 2 要因分散分析による検定を行った。結
果、右鉤状束では、群と年に有意な主効果を認め、交互作用は見られなかった。
さらにベースラインの右 FA 値と 3 年後の神経心理検査に有意な相関が見られ
た。受信者操作特性(ROC)解析では、右鉤状束の FA で ROC 曲線下面積が 0.81 で




  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 27年 2月 24日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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